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【はじめに】
当科補聴器外来は耳鼻咽喉科医師・言語聴覚士・認定補聴器技能者により構成され週 1回行っている。

耳鼻咽喉科一般外来にて補聴器適応と考えられた難聴者に対して聴覚機能検査を行い、適合する補聴器を
選択し試聴、調整をして貸し出す。貸出期間は最長 3ヶ月程度とし、その間の本人の装用感、補聴器装用
下での聴力検査を参考に調整、貸出を繰り返し、最終的に本人の主観的評価により購入を決定する。今回
我々は過去 5年間に当科補聴器外来を受診した老人性難聴の新規試聴患者について検討を行った。
【対象と方法】

2013年 4月から 2018年 3月までに当科補聴器外来を受診した、60歳以上の老人性難聴の新規視聴患者
77例を対象とした。年齢は 60歳～91歳、平均 74．5歳（±7．6）であった。対象を補聴器購入に至った群
と非購入群の 2つに分け、両群の年齢・装用耳平均聴力・装用耳語音明瞭度・補聴器装用下の平均聴力に
ついて検討を行った。装用耳の検査結果は、購入群では補聴器を購入した時点の検査、非購入群では中止
に至るまでで最終の検査の結果について検討した。
【結果】
対象 77例のうち、購入 45例（58．4％）、非購入 32例（41．6％）であった。購入群の平均年齢は 72．9

歳、非購入群の平均年齢は 76．8歳と非購入群のほうが有意に年齢が高かった（t検定 p＜0．05）。装用耳
平均聴力は購入群 46．9dB、非購入群 48．7dBと有意差を認めなかった。装用耳語音明瞭度は購入群 76％、
非購入群 74％と有意差を認めなかった。補聴器装用下の平均聴力は購入群 34．0dB、非購入群 35．2dBと
有意差を認めなかった。非購入群 32例のうち非購入の理由としては「語音明瞭度の改善の効果が実感で
きない」が最も多く 13例（41％）であった。次いで「雑音がうるさい」という理由が 9例（28％）であ
った。
【考察】
補聴器購入群と比べて非購入群のほうが有意に年齢が高い理由としては、高齢になるほど語音弁別能が

悪く補聴器の効果を実感しにくい事が一因として考えられる。高齢者が新規に補聴器購入を検討する際
は、患者本人の意欲や生活背景、聴覚機能等に配慮する必要がある。また試聴期間に患者と密にコミュニ
ケーションを取りながら補聴器の特徴や限界を説明し、本人の主観的評価を十分に参考にして補聴器調整
を行っていくことが重要と考えられた。
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